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着心地の良い衣服パターン設計（第７報）一素材特性と動作時の衣服圧分布一
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　目的；着心地の良い衣服パターン設計のための基礎資料とすべく、動作時の着衣による
拘束量と着心地の関係を捉えようとしている。本報では、伸び特性の異なる素材による衣
服６着について、着用動作時の衣服圧分布状況を計測し、着用･官能量と対照した。

　方法：①素材はシーチング、タフタ、ワンウェイストレッチ（タテ使い、ヨコ使い),
　　　　バラシャ、ジャージの５素材６種とした。
　　　　②実験服のサイズは、9ARに対応させた原型的ジャケットで、単衣仕立てとし
　　　　同一パターンで、６着製作した。
　　　　③モデルは9ARサイズに該当する女性１名で、内衣に綿100％の長袖Ｔシャツを
　　　　着用したっ
　　　　④使用機器は既報の衣服圧分布計測システムで、これは60個のセンサ､-を服の右
　　　　半身の内側に均等配置して縫いつけ、着用時の衣服圧を分布として捉えられるよ
　　　　う試作したものである。
　　　　⑤計測姿勢は、静立、両上肢前挙（45≒90≒135°）,上挙極限、両肘組の計６
　　　　姿勢とし、各姿勢５秒間に示した最大圧の分布図を用いて比較検討した。

　結果：６種の実験服のうち、ヨコ伸びの大きいジャージとワンウェイストレッチの２着
と他の４着間の衣服圧の最大値・分布域において、あきらかな有意差があった。またこれ
は、着用官能量とも対応するものであり、素材のヨコ伸び特性と着衣の拘束量と着用感と
の関連をみることができた。
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椙山女学園大学生活科学　　○冨田　明美

　目的　衣生活における既製衣料への依存が高まるなか、とりわけ成人男子用カッターシ

ャツカラーは、頚部への拘束性が高く、着心地に対する不満の声が少なくない。着心地に

関わる要因として、カラーパターンの形状やカラー形態保持のために使われている芯の特

性が考えられる。本研究では、着心地の良いカッターシャツカラーの設計を目的として、

台えりパターン形状が動作機能性に及ぼす影響について検討した。

　方法　被験者は年齢21～25歳の成人男子７名である。実験用カラーパターンは、静止時

の頚部体表面を平面展開して得たパターン１、市販カッターシャツの台えりから展開した

パターン２、パターン１にパターン２と同量のゆとりを加えたパターン３、パターン１に

右屈動作による体表伸展量を加えたパターン４の４種である。試料は綿100%のシーチング

とした。動作機能性の評価は、自動座標計測動作解析システムによる可動角、衣服圧測定

システムによる衣服圧、多用途テレメータによる筋電図、被験者自身の着用感で行った。

　結果　1)被験者７名の頚部体表面形状は、概ね３タイプに分類でき、前正中線に近い位

置に変曲点があるものは、前屈、右屈動作においてパターン形状の影響が少ないことがわ

かった。2)パターン形状が頚部可動角に及ぼす影響は、右屈、後屈動作時に大きく認めら

れ、ゆとりのないバターン１が最も可動角が大きくなった。3)市販シャツパターンはいず

れの動作においても頚部体表面形状から導き出したパターンと比べて頚側部における衣服

圧が高いことがわかった。4)設定した頚部動作に対しては胸鎖乳突筋と胸骨舌骨筋の関与

が大きく、ゆとり量が多いほど筋負荷が小さいことがわかった。
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